
中小企業のDX推進事例

～デジタル技術を使ったビジネスモデル変革へ～
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中尾克代（なかお かつよ）

株式会社ＤＸ経営研究所 代表取締役

ITコーディネータ

熊本県庁、電子機器メーカー品質保証部を経て2010年個人事業主として独立

慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 修了

シリアスゲーム優秀賞受賞

中小企業庁 経営革新等認定事業者（108013001612）

日本政策金融公庫 課題解決サポート事業受託

ISO品質、環境、ISMS、ISO食品安全、情報セキュリティ監査人補、JＧＡＰ審査員補

農水省：エグゼクティブプランナー（中央サポートセンター）４年目

農水省：LFPコーディネータ：新潟、栃木、福井、富山

令和3年度 ITコーディネータ協会表彰 最優秀賞及び優秀賞W受賞

（㈱ヒサノ、セイブ管工土木㈱）

令和4年度  ITコーディネータ協会表彰 最優秀賞及び優秀賞W受賞

（㈱みらい蔵、㈱ＮＩＳＳＹＯ）

経済産業省 DX認定 支援17社認定済 (累計26社支援）

経済産業省 支援機関を通じた中堅・中小企業等のDX支援の在り方に関する検討会委員

独立行政法人情報処理推進機構（IPA）デジタル人財育成WG委員
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進み始めたデジタル
進まないトランスフォーム
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DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは？

出典）経済産業省 DX認定制度概要
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デジタルよりもトランスフォームに力点を

⚫ 「デジタル・トランスフォーメーション」は、デジタル化よりも後ろの

「トランスフォーム」に力点をおくことが重要。

⚫ トランスフォームという語感を一番よく表しているのは、さなぎが蝶に

変容するということです。自社の将来ビジョンを見据えて、自社をどう

変容させていくか、顧客にどんな価値を提供するかをしっかりデザイン

することが大事です。

■さなぎと蝶
はDNAは同じ、
しかし姿・形、
そして機能
（飛べる）ま
で違う
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Dの
効果
8割

Xの
効果
２割

D（デジタル）によって成果がでたと答えた企業は８割で米国に追い付
いてきた。一方、Ｘ（トランスフォーム）の成果は２割と低い。

出典）IPA DX白書2023
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トランスフォーム（X）を進めるには？

デジタル化技術やツール、深層学習・強化学習を筆頭に加速的に進化し続けるAI、
データサイエンス、IoT、クラウド、アジャイル、デザイン思考、プロダクトマネ
ジメントなどの新しい動きにチャレンジすることは大事です。

「デジタル」はトランスフォームの手段（リソース）なので

まずは経営者が、自社は今、「誰のため何のためにビジネス
をしているのか」を明確にし、激しく変化する時代環境の中
でそれをどう変容させていく必要があるのかの「ビジョン」
と覚悟を示し、ビジョン達成のためどんなデジタル技術をど
う活かしていくかの「戦略」を考えるという思考のプロセス
を辿ることが求められます。

パーパス ビジョン 戦略



最新のIT技術の発展段階

⚫ AIの位置づけは・・・？ 啓蒙の坂の手前でキャッチする！

イノベーション
の引き金

過剰期待の頂

幻滅のくぼ地

生産性の台地

啓蒙の坂

⚫ ITに関する世界的なシンクタンクであるガートナー社は「最新テクノロ
ジーのハイプ・サイクル」という考え方を提唱。

２～５年？

8出典）ガードナー ハイプサイクル
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ビジョンアプローチとDX認定



⚫ ビジョンを確立したら、「現在の仕事の進め方の延長線でビジョンが達成できる
だろうか」を考えてみましょう。

ビジョン

現在の仕事の進め方

変革
すべき
課題

⚫ 改めて、仕事の進め方が人によってバラバラなこと、紙ベースの仕事があまりに
も多いこと、もっと皆で分担し助け合える仕事の仕方があるように思えるこ
と・・・等々が見えてきて、変革すべき課題が数多くあることが分かるのではな
いでしょうか？

今の仕事の進め方の延長線上でビジョンが達成できますか？

ビジョンの実現
に向けて、どの
ように仕事の進
め方を変革して

いくか？

そこでデジタル
技術をどのよう
に活用するか？

DX戦略

⚫ それをデジタル技術の力を生かして解決するのがDX戦略です。
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注文 製造 出荷 請求 入金

注文書
（FAX)

在庫

このお金は
何？・・売掛金
の消込に多大な

労力

連携？

⚫ 殆どの中小企業（製造業）の業務実態

中小企業
の7-8割
はFAX

仕事の始まりが「紙」なので、以降の業務プロセスも「紙」
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デジタル技術（IT)を経営の力にするためのステップ

Ⅰ. 担当ごと、あるいは部分的なIT導入
～「個別最適」のIT導入～

Ⅱ. 会社全体での仕事のやり方、進め方
（プロセス）の最適化にもとづいたIT活用

～「全体最適」のIT利活用～

Ⅲ-1. 顧客や取引先とのつながり
まで含めたプロセスの最適化

Ⅲ-2. ITの利活用による
顧客・市場開拓

Ⅳ. ビジネスモデル変革、
イノベーション

全体最適の
プロセス構築

顧客視点での
価値向上

個別最適

✓ 中小企業の大半は、「Ⅰ」の段階です。
✓ 「Ⅰ」では、ITを経営の力として活かしているとは言えません。
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Dの効果
・手作業が
デジタル化
・生産性向上
・効率化

Xの効果
・新製品
・サービス
・ビジネス
モデル変革



⚫ アメリカのIT業界の金言に“Don’t pave the cow path.”というのがあります。

意訳すると「牛の歩いたぐちゃぐちゃの路をそのまま舗装するな」ですが、

個別最適の「牛の路」システムを大量生産しても、却って膨大なムダを固定

化することになります。

Don’t pave the cow path!!

⚫ デジタル技術を経営の力とするためには、現状の仕事のやり方、人の能力、

設備、技術等を棚卸してめざすべき「ビジョン」の達成に向けて変革し、最

適な道を創る必要があります。
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第Ⅰステップから第Ⅱステップに、乗り越えるべき大きな「壁」が

◼ 習慣の壁
◼ 組織の壁
◼ 心の壁

この壁を乗り越えることがで
きるのは、経営者が5年先、
10年先のビジョンを描き、そ
れに照らして、今のままでは
いけないと思った時だけ。

⚫ ⅠからⅡに上ろうとすると現れる3つの壁があります。「習慣の壁」、「組織の
壁」、そして何と言っても「心の壁」です。

Ⅰ. 担当ごと、あるいは部分的なIT導入
～「個別最適」のIT導入～

Ⅱ. 会社全体での仕事のやり方、進め方
（プロセス）の最適化にもとづいたIT活用

～「全体最適」のIT利活用～

⚫ 担当者は、長年なじんできた仕事のやり方を変えることには抵抗があります。

⚫ それを変えることができるのは、経営者が「実現したい近未来＝ビジョン」を
しっかり描き、今のままではビジョンは実現できない、今の仕事のやり方を変革
する必要があると思った時だけです。
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DXを進めていく上で、有効なDX認定制度
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出典）DX認定制度概要
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将来を予測し、変化に対応できるように準備しておく

ビジョン

現在の仕事の進め方
体制・人材育成
デジタル技術

変革
すべき
課題

ダイナミックケイパビリティ
（未来予測型の自己変革力）

環境変化にすばやく対応するためにはDX－Ready
の状態であることが重要



自社変革ストーリーマップで未来を描く

過去 現在
未来

ビジョン

①私たちはどこから
来たのか？

③だから、私たちは
何を始めるのか？

動
機

あなたの組織は
どんな動機から
始まりました
か？

価
値
観

あなたの組織がこ
だわったことは？
逆に、絶対にやっ
てこなかったこと
は何ですか？

強
み

あなたの組織持
つ強みやリソー
スは何ですか？

文
化

あなたの組織で
称賛される「ら
しい行動」はど
んなものです
か？

存
在
意
義

あなたの組織は
何のために存在
していますか？

事
業
価
値

あなたの組織の
未来はだれにど
んな価値を生ん
でいますか？

時
代

未
来
の
景
色

未来はどんな時
代になっていま
すか？

あなたの組織は将
来どんな景色を見
ていたいですか？
それはどんな世界
ですか？

利
害
関
係
者

あなたの組織の
関係者はどんな
組織ですか？

②私たちはどこへ
向かうのか？
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DX認定事業者数

２０２３年１1月1日現在

859件（個人事業主含む）

うち中小企業は

298件
熊本県

１6件

859件

建設78

製造業252

情報サービス249

卸・小売151

金融107

不動産66

学術59
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出典）DX認定制度概要
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DX推進のキーポイント



武州工業株式会社
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社長 林英徳氏 相談役 林英夫氏

『モノづくりで世の中の課題に
チャレンジし続ける会社』

・東京都青梅市を拠点を置くパイプ加工を主軸とする製造業
・1951年創業、従業員150名【目指せ300年企業】として地域の雇用を守り、
日本の製造業を発展させるためにITを活用した様々な取り組みにチャレンジし
続けている。
・2023年6月1日DX認定取得   
・2023年11月17日ITコーディネータ表彰 最優秀賞（商務情報政策局長賞）
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既存商品・サービス

既
存
市
場

新
市
場

新商品・サービス

ガソリン自動車部品
（パイプ）

医療機器部品（パイプ）
半導体製造装置組立

EV自動車部品（ワイヤー
ハーネス、機器組み込等）

自動車以外の産業のニーズ
武州工業ノウハウの提供

ロボット化/AI化

板金筐体製造
付加価値の高いパイプ加工
改善提案、コンサル、

良い設計・良い流れ
武州テック
プロトタイプの作成
量産仕様書作成
アイディア出し

現在、武州工業がもつ自動車向けパイプ部品を９００種類９０万本製造できる能力
LCC化価格を実現を強みとして、このノウハウを異業種に提供し、武州テックとする

成長マトリクス

Do the thing right.（正しく作る）⇒Do the right thing.（正しいものを作る）



武州工業がDXで目指すこと【社長メッセージより】
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私は2020年に武州工業の３代目として会社を受け継ぎ、今騒がれているデジタル・ト
ランスフォーメーションの意義や武州工業のDXの方向性について、幹部メンバーとと
もに考えてみました。

武州工業の強みは何か？当社がやるべきことは何か？

3日間の宿泊合宿でとことん話し合った結果、武州工業が取り組むべきは

「モノづくりで世の中の課題にチャレンジし続ける」

ことであるという結論に達しました。

世の中の課題とは何か？武州工業がそれをどう解決するのか？は、誰もやっていな
い未知なるものへのチャレンジであり、具現化であります。
大きなリスクを伴うチャレンジではありますが、これが武州工業らしさであり、これ
から目指すべき姿であると考えています。
今回は、この取り組みをDX戦略書としてとりまとめました。
興味をもっていただいた方は、ぜひ、お声掛けください。楽しみにしております。
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武州工業の強みである
１個流し、BIMMS、生産性見えた君も
１０年単位の時間と教育・IT投資を続け

花ひらいています。

その戦略（準備）があったからこそ、
武州工業は55年黒字を続け、

未来を見据えたDXができています。

未来を予測して、いまから準備すること
これがDXの本質。

だから、いま、私たちは何を始めるのか？

それぞれの会社で、それぞれのDX戦略が
必要になっているのではないでしょうか？
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価値協創ガイダンス2.0
「企業の稼ぐ力」×「社会の持続可能性」の同期化（ビジネスと社会貢献）
 自社の競争力で稼ぎ、社会課題への対応を行うという考え方

経営ビジョン

DX戦略

体制・人材育成

IT環境整備

KPI

パーパス・理念

出典）価値協創ガイダンス2.0
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未来は創り出すもの！
是非、DX経営に踏み出してください。

ご清聴ありがとうございました。

株式会社DX経営研究所 中尾 克代
katsuyo.nakao@dxmgtlab.co.jp                       
https://www.dxmgtlab.co.jp/
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